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異
人
は

「
マ
一
一
一
フ
」

の
人
々
か
?

八
重
山
蔵
元
絵
師
画
稿
と
波
照
間
島
漂
着
人
を
つ
な
ぐ

琉
球
大
学
教
育
学
部
教
授

里

井

洋

"_'，‘ 
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V
宮
良
安
宣
が
十
六
歳
の
時
描
い
た

「
異
人
の
図
」

行
厄
市
立
/
佐
山
博
物
館
に
『
八
屯
山
蔵
元
絵
師
画
制
集
』
が
あ
る
。

且
山
政
元
絵
師
画一
机
集
』
は
鍬
治
労
太
郎
が
八
車
山
政
元
絵
川
で
あ

っ
た
ん
品

ー『

八

異人の図m八重山蔵元絵師画稿集』八重山博物館発

行より転載)

良
山
主
μ
か
ら
、

一
九
二
三
年
に
譲
り
受
け
た
も
の
を
八
虫
山
間
物
館
に

一
九

じ
パ
年
に
市
川
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
阿
析
の
中
に、

「児
ノ
胤
俗
凶
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
凶
杭
が
二
点、

異
人
の
閃
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
阿

杭
が
一
点
あ
る
。

タ
イ
ト
ル
は
鎌
倉
芳
太
郎
さ
ん
が
寄
附加
し
た
時
の
メ
モ
壮行

き
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
と
八
重
山
博
物
館

は
い
う
。
い
ず
れ
も
「
異
人
」
が
拙
か
れ
て
い
る
。

で
は
こ
の

「
異
人
」

ど
こ
の
人
で
あ
ろ
う
か
。

「呉
af
」
を
拙
い
た
凶
杭
三
点
の
う
ち
、
二
点
に
は
次
児
富
良
仁
尾
と
沼

さ
れ
、

一
点
に
は
毛
荷
氏
と
氏
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
次
男
宮
良
仁
毘
と
は

毛
荷
氏
九
世
安
市
の
次
男
宮
良
安
安
宣
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
官
良
安
宣

氏
は
、
昭
拘
六
年
にふ
学
年
七
ト
躍
で
死
亡
さ
れ
た
と
い
う
か
ら
、

年
生
ま
れ
で
‘

一
八
六

一
八
八
二
年
に
は
椛
現
主
改
辿
に
も
加
わ

っ
た
と
い
う
か
ら

そ
れ
以
前
か
ら
絵
師
の
修
行
を
し
て
い
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
。
そ
の
後
、

八
九

一
年
安
宣
は
版
元
の
絵
師
と
し
て
常
勤
に
な
り
、
雄
元
が
廃
止
と
な
る

一
八
九
七
年
ま
で
つ
と
め
た
と
い
う
。
ま
さ
し
く
円
以
後
の
蔵
元
絵
師
で
あ
っ

た

「異
人
の
図
」

に
は
卦
年
と
い
う
干
支
が
記
さ
れ
て
い
る
。
引
年
に
公
立

が
こ
の

「民
ノ
の
凶
」

も
っ
と
も
妥

を
附
い
た
で
あ
ろ
う
と
出
定
す
る
と
、

当
な
年
が

一
八
七
七
年
(
明
治
十
年

・
光
絡
三
年
)
、十
六
歳
の
時
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

一
八
六
五
年
丑
歳
は
余
り
に
も
幼
す
ぎ
る

し

一
八
八
九
年
は
、
琉
球
処
分
後
卜
年
も
経
て
、
琉
球
王
府
の
林
号
山下山良

「に
や
」
を
認
す
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。

V

一
八
七
七
年
の
漂
着
マ
ニ
ラ
人

6 
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異人風俗図 (~八重山蔵元絵師画稿集』八重山博物館
発行より転載)
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史、福

で
は
、
一
八
七
七
年
に
八
重
山
に
傑
心
し
た
県
人
を
、
吉
舎
場
永
僻
は
『・/

の
小
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

明
治
十
年

(
一
八
七
七
)
五
月
一
日
呂
宋

(ル
ス
ン
)
島
の
マ
ニ
ラ

市
の
男
女
百
九
名
が
比
島
か
ら
清
国
ヘ
航
行
中
、
嵐
に
逢
い
漂
流
し
て

波
照
間
島
の
リ
l
フ
に
坐
礁
し
た
の
で
、
島
の
役
人
等
は
救
助
船
を
出

し
て
彼
等
を
救
助
、
介
抱
す
る
と
共
に
蔵
元
ヘ
急
報
し
た
の
で
、
蔵
元

か
ら
は
宮
里
在
番
筆
者
を
始
め
、
大
浜
頭
其
の
他
の
役
人
等
は
馬
艦
船

で
波
照
間
島
に
渡
り
実
況
の
調
査
を
卒
え
、
彼
等
を
石
垣
島
ヘ
連
行
し

て
登
野
城
部
落
の
東
南
海
岸
地
格
に
仮
小
屋
を
建
て
¥
彼
等
を
収
容

し
て
厚
く
接
待
し
た
の
で
あ
る
。
急
報
に
接
し
た
首
里
王
府
て
は
使
者

る

申
所
之
者
、
男
六
拾
九
人

・
女
三
拾
九
人
都
合
百
八
人
乗
合
漂
詰
ニ
付
、

~

彼
村
漬
涯
二
木
屋
作
調
召
置
介
抱
仕
候
段
、
役
人
方
よ
り
間
合
之
趣
有

之
、
早
速
通
詞
箆
者
国
吉
仁
屋
、
同
西
平
仁
屋
両
人
く
り
舟
よ
り
差
越

せ
置
候
処
、
同
十
二
日
、
大
風
吹
起
漂
詰
外
国
船
破
損
い
た
し
候
段、

飛
舟
を
以
申
来
候
付
、
諸
事
為
口
計
、
御
在
番
筆
者
宮
里
里
之
子
親
雲

上
、
頭
大
漬
親
雲
上
、
惣
横
田
平
得
首
里
大
屋
子
、
通
詞
役
大
漬
与
人
、

・

7 

を
派
遣
す
る
と
共
に
、
馬
艦
船
一
隻
を
与
え
て
帰
国
さ
せ
た
。

こ
の
マ
ニ
ラ
船
深
打
記
録
は
、
常
良
殿
内
資
料

「頭
役
被
仰
付
候
以
来
日

記
」
(
以
下

「日
記
」
)
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
全
文
を
こ
こ
に
制
介
す

一
五
月
朔
日
、
波
照
間
村
江
ま
ん
で
い
ら
国
之
内
い
る
く
す
か
ふ
る
与

仕
上
世
座
与
人
足
若
文
子
喜
友
名
筑
登
之
、
御
米
漕
{
子
良
船
よ
り
御
渡

海
、
同
廿
四
日
大
地
江
乗
渡
、
糸
数
御
巌
東
表
二
木
屋
作
調
相
住
さ
せ

置
候
処
、
船
相
輿
へ
令
帰
帆
呉
度
申
出
有
之
候
市
、
尤
帰
帆
之
儀
、
前

之
沖
よ
り
不
年
寄
ニ
付
、
大
漬
村
船
詰
江
引
廻
、
右
船
々
頭
弁
加
子
三

人
都
合
四
人
合
力
飯
米
相
付
、
守
護
方
為
致
置
、
船
修
補
等
外
国
人
口

相
合
、
役
者
共
申
出
表
達
物
、
十
月
七
日
、
出
帆
之
申
出
二
而
、
同
六

日
二
者
大
漬
村
江
引
越
候
取
究
ニ
而
候
処
、

五
日
七
ツ
時
分
計
二
者
木

屋
逢
焼
失
候
付
、
同
日
晩
方
大
漬
村
江
引
越
、
番
所
江
相
住
さ
せ
置
候

処
、
順
風
吹
出
遅
逗
留
ニ
付
、
同
村
後
船
着
北
表
之
漬
江
又
以
木
屋
作

調
召
置
、
同
廿
日
順
風
相
成
候
付
、
出
帆
さ
せ
候
事
、



市
と
明
Eコ
さ
れ
て
い
る ω円、
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一
右
ニ
付
、
主
部
衆
先
繰
を
以
逗
留
中
在
番
筆
者
・
頭
・
惣
機
め
、
先

繰
を
以
大
漬
村
江
詰
居
、
出
帆
之
当
日
者
御
使
者
新
崎
里
之
子
親
雲
上
、

在
番
筆
者
崎
潰
筑
登
之
親
雲
上
、
頭
宮
良
親
雲
上
、
惣
横
目
宮
良
与
人

御
差
越
、
人
数
改
を
以
船
江
乗
付
、
九
ツ
時
分
計
出
帆
、
巳
午
之
問
江

走
通
、
七
ツ
時
分
よ
り
者
帆
影
相
見
得
不
申
候
也
、

一
右
ニ
付
、
通
詞
役
井
筆
者
用
聞
方
差
越
、
滞
留
中
取
計
候
也
、

一
木
屋
焼
失
之
時
、
弐
拾
五
人
者
海
上
廿
自
分
飯
米
井
肴
等
焼
捨
相
成

候
問
、
重
而
被
下
度
申
出
候
付
、
其
分
之
飯
米
弁
三
才
牛
弐
疋
相
進
候

也、一
送
下
程
品
之
儀
、
先
例
見
合
差
進
候
也
、

「
日
記
」
を
中
心
に
前
記
の
喜
舎
場
の
紹
介
、
お
よ
び
後
述
す
る
大
浜
信

賢
・
本
田
昭
正
両
氏
の
研
究
、
関
連
す
る
資
料
を
も
と
に
、
マ
ニ
ラ
か
ら
の

漂
着
事
件
の
経
過
を
考
察
し
て
み
る
。

V
波
照
間
村
へ
の
漂
着

丑
年
)
旧
暦
五
月
一
目
、
波
照
間
村
に
マ
ン

テ
イ
ラ
国
イ
ル
ク
ス
カ
フ
ル
の
者
が
漂
着
し
た
。
喜
舎
場
に
よ
る
と
、
波
照

間
島
の
リ

I
フ
に
座
礁
し
た
と
し
、
彼
ら
は
ル
ソ
ン
島
マ
ニ
ラ
市
の
住
人
で

一
八
七
七
年
(
明
治
十
年

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
清
国
へ
向
か
う
途
中
で
あ
っ
た
と
い
う
。
日
記
に
み
る
マ

ン
テ
イ
ラ
国
イ
ル
ク
ス
カ
フ
ル
が
、
喜
舎
場
の
記
載
で
は
ル
ソ
ン
島
マ
ニ
ラ

一
九
三
四
年
六
月
十
日
岩
崎
爾
司
宅
で
行
わ
れ
た

八
重
山
郷
土
研
究
会
の
長
老
を
集
め
喜
舎
場
永
錦
が
座
長
を
務
め
た
談
話
会

の
一
件
に
「
明
治
十
年
潔
着
せ
る
、
マ
ニ
ラ
船
客
百

O
九
名
に
対
す
る
救
護

美
談
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
す
で
に
八
重
山
の
長
老
た

ち
は
、
明
治
十
年
漂
着
民
は
マ
ニ
ラ
の
人
た
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
を
共

8 

十 と 通
九波はに
人照、も

間上つ
女島江て
性に洲い
三漂白た
十着恭と
九し、考
人た豊え

マ川る
計ニ善こ
ーラ佐と
O の、が
八人大で
人々浜き
とは景る
認貞
識「、こ
さ日大の
れ記浜時
てに信
いよ列集
るれのめ
がば四ら

」氏れ
後男でた
世性あ長
八六る老

重
山
の
長
老
た
ち
は
百
九
名
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

波
照
間
島
で
は
浜
ぎ
わ
に
木
屋
を
作
っ
て
マ
ニ
ラ
の
人
々
を
介
抱
し
た
と

い
う
。こ

の
マ
ニ
ラ
が
波
照
間
島
で
滞
在
し
た
様
子
を
、
仲
本
信
幸
氏
が
氏
の
お

父
さ
ん
か
ら
聞
い
た
と
い
う
。
そ
の
話
を
、
大
浜
信
賢
「
マ
ン
デ
!
ラ
船
漂

流
記
」
、
本
田
昭
正
「
仲
本
信
幸
遺
稿
集
追
加
の
部
」
(
昭
和
四
十
七
年
九
月
二

六
日
仲
本
信
幸
記
述
)
を
も
と
に
、
襟
着
の
様
子
を
箇
条
書
さ
に
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

①
五
月
一
目
、
西
白
保
真
牛
は
、
波
照
間
島
の
西
北
イ
ラ
ブ
暗
礁
(
瀬
)

に
異
様
な
形
の
船
が
碇
泊
し
て
い
る
の
を
発
見
し
た
。
船
は
ち
ょ
う
ど

馬
艦
船
と
ほ
ぼ
同
じ
、
ぐ
ら
い
の
大
き
き
で
あ
っ
た
。

②
西
白
保
真
牛
は
漂
流
船
だ
、
と
直
感
し
、
急
い
で
村
へ
帰
り
周
辺
の
各

戸
か
ら
カ
ナ
パ
ル
(
ひ
ょ
う
た
ん
)
を
集
め
て
水
を
入
れ
、
制
船
で
漂

着
船
に
近
づ
い
た
。

③
船
に
は
女
、
子
ど
も
、
乳
呑
児
を
含
む
お
よ
そ
百
名
が
救
い
を
求
め
て
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い
た
。
西
白
保
真
牛
は
水
を
あ
た
え
た
。

④
西
白
保
真
牛
は
船
頭
ら
し
き
者
と
手
真
似
で
意
志
疎
通
し
、
彼
ら
は
マ

ン
デ
l
ラ
の
人
で
、
清
国
に
向
う
途
中
嵐
に
あ
い
洋
上
を
八
百
海
里
(
約

千
四
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
を
数
十
日
間
漂
流
し
こ
の
リ

l
フ
に
漂
着
し

た
⑤
真
牛
は
、
こ
の
船
を
イ
ラ
ブ
暗
礁
か
ら
、
ナ

l
ラ
ザ
ス
の
浜
(
現
在
の

港
)
ま
で
水
先
案
内
し
、
村
番
所
の
役
人
に
報
告
し
た
。

⑥
驚
い
た
島
の
役
人
は
飛
船
で
八
重
山
の
蔵
元
に
飛
船
で
急
報
し
た
。

八
重
山
蔵
元
で
は
、
波
照
間
島
か
ら
の
報
告
が
到
着
が
つ
く
と
す
ぐ
に
通

詞
筆
者
国
吉
仁
屋
・
西
平
仁
屋
の
二
人
を
く
り
舟
で
波
照
間
島
に
派
遣
し
て

い
る
。⑦

と
こ
ろ
が
、

マ
ニ
ラ
の
船
は
、
再
度
嵐
に
襲
わ
れ
て
大
破
し
、
三
人
の

死
者
を
出
し
、
積
荷
も
海
中
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。

⑧
マ
ニ
ラ
の
人
々
は
海
辺
の
安
里
屋
に
収
容
さ
れ
た
。

⑦
に
み
る
よ
う
に
、
大
風
が
吹
い
て
、
マ
ニ
ラ
の
人
々
が
乗
っ
て
き
た
船

が
破
損
し
て
し
ま
っ
た
。

「
日
記
」
に
よ
る
と
、

五
月
十
二
日
、
こ
の
事
態

を
八
重
山
蔵
元
は
緊
急
報
告
と
し
て
飛
船
に
よ
っ
て
、
蔵
元
に
も
た
ら
し
た
。

蔵
元
で
は
御
米
潜
宇
良
船
を
チ
ャ

l
タ
し
て
、
蔵
元
ナ
ン
バ
ー

2
で
あ
る
御

在
番
筆
者
宮
里
里
之
子
親
雲
上
を
は
じ
め
、

八
重
山
ト
ッ
プ
の
頭
大
演
親
雲

上
、
司
法
警
察
総
責
任
者
で
あ
る
惣
横
目
平
得
首
里
大
屋
子
(
豊
川
善
庸
)
、

通
調
役
大
演
与
人
、
仕
上
世
座
与
人
足
若
文
子
喜
友
名
筑
登
之
ら
幹
部
を
波

照
間
島
に
派
遣
し
た
。
大
浜
信
賢
に
よ
る
と
、
こ
の
中
に
後
に
八
重
山
村
長

に
な
る
上
江
洲
由
恭
も
い
た
と
い
う
。

「
仲
本
信
幸
遺
稿
集
追
加
の
部
」
に
よ
る
と
、
V

波
照
間
島
で
の
マ
ニ
ラ
の
人
々
の
生
活
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。
…

①
波
照
問
で
は
食
糧
や
そ
の
他
の
生
活
必
需
品
を
提
供
し
た
が
、
返
礼
は

~

受
け
取
ら
な
い
よ
う
役
人
に
厳
命
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
マ
ニ
ラ
人
同

は

強

引

に

綿

と

銅

貨

を

波

照

聞

の

人

に

渡

し

た

。

山

②
マ
ニ
ラ
の
女
性
は
綿
を
手
足
を
使
っ
て
上
手
に
紡
い
で
い
た
。

③

服

装

は

木

綿

の

儒

祥

や

股

引

き

で

あ

っ

た

。

い

④
子
ど
も
は
は
銅
貨
を
投
げ
て
重
ね
る
遊
び
を
し
て
、
負
け
る
と
勝
っ
た

H

者
が
中
指
を
曲
げ
て
相
手
の
手
の
甲
を
打
っ
た
。

⑤
台
風
で
遭
難
死
し
た
2
人
の
遺
体
は
フ
ル
マ
ル
の
西
側
、
す
な
わ
ち
現
~

豊

福

丸

工

場

の

通

路

の

西

側

に

懇

ろ

に

葬

っ

た

。

~

「
日
記
」
で
は
、
五
月
二
十
四
日
、
マ
ニ
ラ
の
人
々
を
御
米
漕
宇
良
船
に

~

乗
せ
、
石
垣
島
に
連
れ
て
き
て
い
る
。

蔵
元
で
は
、
マ
ニ
ラ
人
た
ち
が
乗
っ
て
き
た
船
を
な
く
し
た
の
で
、
石
垣

島
に
彼
ら
を
連
れ
て
く
る
こ
と
を
決
意
し
準
備
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実

際
に
マ
ニ
ラ
の
人
々
を
住
ま
わ
せ
る
木
屋
を
作
る
た
め
に
必
要
な
資
材
を
山

五
月
十
六
日
か
ら
十
七
日
に
か
け
て
、
白
保
、
宮
良
両
村
か
ら
集
め
て
い
る
。

…

「
マ
ン
デ
l
ラ
船
漂
流
記
」

V
糸
数
御
獄
東
側
で
木
屋
が
け
滞
在

マ
ニ
ラ
の
人
々
が
石
垣
島
へ
渡
り
、
糸
数
御
獄
の
東
側
に
木
屋
が
組
み
立

て
ら
れ
、
そ
こ
に
マ
ニ
ラ
の
人
々
が
滞
在
し
た
。
石
垣
の
人
が
み
た
こ
の
糸

数
御
織
で
の
滞
在
の
様
子
を
、
先
述
の
大
浜
信
賢
「
マ
ン
デ
!
ラ
船
漂
流
記
」

の
古
老
の
証
言
か
ら
箇
条
書
き
で
紹
介
す
る
。

9 
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①
マ
ニ
ラ
の
人
々
が
は
朝
晩
バ
イ
ブ
ル
を
飾
っ
て
神
に
祈
っ
た
。

②
女
性
は
ひ
だ
の
た
く
さ
ん
あ
る
幅
の
ゆ
っ
た
り
し
た
長
い
ス
カ
ー
ト
を

つ
け
、
そ
の
ひ
も
を
横
の
ほ
う
で
結
ん
で
い
た
。
男
性
は
き
ち
ん
と
し

と
n
収こ、

町
4
2
'
'
'
H
M
U制
下
リ
.

.

 

，a
首・

て
っ
ぺ
ん
を
二
つ
に
割
っ
た
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
た
。

③
彼
ら
は
午
後
五
時
頃
に
は
夕
食
を
す
ま
し
、

そ
の
後
は
盛
装
し
て
ダ
ン

ス
を
し
て
い
た
、

と
い
う
。

④
彼
ら
の
山
刀
は
非
常
に
切
れ
味
が
よ
く
、
こ
れ
を
八
重
山
人
は
イ
ル
ク

ソ
l
ル
万
と
呼
ん
で
い
た
。

⑤
彼
ら
は
草
花
の
種
子
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
た
。
平
得
部
落
の
瓦
多
那

と
い
う
古
老
が
少
年
の
時
、
三
尺
，
く
ら
い
の
垂
直
な
茎
で
白
い
り
っ
ぱ

と
い
う
草
花
が
あ
っ
た
と
い
う
。

八
重
山
蔵
元
絵
師
画
稿
の
異
人
の
様
子
は
、
②
の
服
装
に
み
る
様
子
と
符

な
花
の
咲
く
は
イ
ル
ク
ソ

l
ル
花

合
し
、
糸
数
御
獄
の
東
側
滞
在
中
に
写
生
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

V
大
浜
か
ら
出
帆

マ
ニ
ラ
の
人
々
は
「
船
を
与
え
て
て
い
た
だ
い
て
故
郷
へ
帰
し
て
欲
し

ぃ
。
」
と
い
う
要
求
を
八
重
山
蔵
元
に
対
し
て
申
し
出
た
。

八
重
山
蔵
元
で
は
、

漂
着
事
件
を
首
里
王
府
に
報
告
し
、
首
里
王
府
は
使
者
を
派
遣
し
、
馬
艦
船

一
隻
を
与
え
て
帰
国
さ
せ
た
と
喜
舎
場
永
錦
は
先
述
の
『
八
重
山
歴
史
』
で

言
っ
て
い
る
。
首
里
王
府
が
マ
ニ
ラ
の
人
々
に
与
え
た
馬
艦
船
は
「
そ
の
は

八
重
山
の
上
納
米
を
積
み
出
す
船
で

か
ら
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
後
「
そ
の
は

一
八
七
六
年
、

ん
船
」
と
い
う
船
で
、

あ
っ
た
こ
と
が
「
新
本
家
文
書
」

ん
船
」
は
大
浜
村
に
回
送
さ
れ
、
外
洋
船
と
し
て
修
理
改
装
さ
れ
る
。
こ
の

修
理
改
装
に
「
そ
の
は
ん
船
」
の
船
頭
と
加
子
三
人
が
大
浜
に
動
員
さ
れ
、

彼
ら
に
飯
米
を
支
給
し
、
彼
ら
に
「
そ
の
は
ん
船
」
を
管
理
さ
せ
た
。
ま
た
、
~

「
そ
の
は
ん
船
」
の
修
理
中
は
、
八
重
山
蔵
元
の
重
役
で
あ
る
在
番
筆
者
・

頭
・
惣
横
目
が
交
代
で
大
浜
村
に
滞
在
し
た
。
ま
た
、
通
詞
役
、
筆
者
も
滞

在
し
、
修
理
に
伴
う
雑
務
を
こ
な
し
た
。
「
そ
の
は
ん
船
」
の
修
理
は
十
月

三

日

に

終

了

し

た

と

思

わ

れ

る

。

(

マ
ニ
ラ
の
人
た
ち
は
十
月
七
日
に
出
帆
し
た
い
と
い
う
申
し
出
を
、
蔵
元
(

に
行
い
、
十
月
六
日
に
マ
ニ
ラ
の
人
た
ち
は
大
浜
村
に
引
っ
越
す
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
五
日
七
つ
時
分
(
午
後
四
時
頃
)
に
糸
数
御
獄
の

東
側
の
木
屋
が
消
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
「
マ
ン
デ
!
ラ
船
漂
流
記
」

は

こ

の

火

事

を

次

の

よ

う

に

記

し

て

い

る

。

日

子
ど
も
ら
の
火
遊
び
か
ら
仮
小
屋
に
火
が
つ
き
、
ま
た
た
く
聞
に
燃
え
あ

が
っ
た
。
部
落
民
は
、
響
報
の
口
笛
「
ピ
ヨ
!
ス
」
と
と
も
に
現
場
に
か
け
り

つ
け
た
が
、
火
勢
が
強
く
手
の
ほ
ど
こ
し
ょ
う
が
な
い
。
ア
l
サ
採
り
に
行

っ
て
い
た
マ
ン
デ
l
ラ
の
婦
女
子
も
大
急
ぎ
で
帰
っ
て
き
た
が
、
と
う
と
う
~

小
屋
に
寝
か
せ
で
あ
っ
た
三
人
の
子
ど
も
が
焼
死
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
日

木
屋
が
消
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
五
日
夜
に
マ
ニ
ラ
の
人
々
は
大
浜
村
~

へ
引
越
し
、
大
浜
村
番
所
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。
木
屋
の
火
事
で
、
二
十

10 

五
人
二
十
日
分
の
出
帆
後
の
海
上
飯
米
や
肴
を
消
失
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の

分
の
飯
米
支
給
を
再
度
欲
し
い
と
い
う
願
い
が
あ
り
、
蔵
元
は
そ
の
分
の
飯

米
と
三
才
牛
二
匹
を
支
給
し
た
。
蔵
元
が
マ
ニ
ラ
の
人
々
の
た
め
に
十
月
五

日
ま
で
に
食
料
を
集
め
て
い
た
様
子
を
次
の
史
料
か
ら
も
伺
う
こ
と
が
で
き

る
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同
年
漂
着
外
国
人
海
上
二
十
日
分
野
菜
肴
寄
遅
ニ
付
川
平
村
へ
催
促

検
者
十
月
三
日
よ
り
同
四
日
ま
で

マ
ニ
ラ
の
人
々
は
大
浜
村
番
所
に
入
っ
て
、
順
風
す
な
わ
ち
北
風
を
待
っ

た
が
残
念
な
が
ら
吹
い
て
来
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
大
浜
村
船
着
場
の
北

側
の
浜
に
木
屋
を
た
て
て
、

マ
ニ
ラ
の
人
々
は
ま
た
木
屋
に
滞
在
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

十
月
二
十
日
、
順
風
が
吹
い
た
の
で
い
よ
い
よ
マ
ニ
ラ
に
む
け
出
帆
す
る

こ
と
に
な
り
彼
ら
は
船
に
乗
り
込
ん
だ
。
蔵
元
か
ら
は
、
御
使
者
新
崎
里
之

子
親
雲
上
、
在
番
筆
者
崎
演
筑
登
之
親
雲
上
、
頭
宮
良
親
雲
上
、
惣
横
目
宮

良
与
人
が
現
地
大
浜
村
に
派
遣
さ
れ
、
彼
ら
は
船
に
乗
り
込
ん
で
、
人
数
改

め
を
行
っ
た
。

こ
の
人
数
改
め
で
、
平
得
の
若
者
通
称
唐
屋
真
が
密
航
し
て
い
た
こ
と
が

発
見
さ
れ
た
。
彼
は
密
航
の
罪
で
波
照
聞
に
流
さ
れ
た
と
い
う
。

マ
ニ
ラ
の
人
々
を
乗
せ
た
船
は
九
つ
時
分
(
正
午
頃
)
大
浜
の
湊
を
出
帆
、

巳
午
の
方
向
へ
進
み
、

七
つ
時
分
(
午
後
四
時
頃
)
に
は
帆
影
も
見
え
な
く

な
っ
た
と
「
日
記
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
仲
本
信
幸
遺
稿
集
追
加
の
部
」
に
は
、

と
謝
礼
を
波
照
間
島
へ
贈
っ
た
の
だ
が
、
役
人
が
横
領
し
て
波
照
問
へ
は
届

か
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
不
正
が
発
覚
し
た
た
め
、
そ
の
役
人
は
証

な
お
、

マ
ニ
ラ
の
政
府
は
礼
状

拠
隠
滅
し
、
西
表
島
の
ゆ
っ
ん
行
の
船
で
投
身
自
殺
を
図
っ
た
と
記
さ
れ
て

い
る
。ま

と
め
に
か
え
て

{
呂
良
安
宣
と
い
う
絵
師
が
丑
歳
に
異
人
を
描
く
チ
ャ
ン
ス
、
波
照
問
や
石

っ
た
と
い
え
よ
う
。

マ

フ
の
人
々
を
生
き
生
き
と
え

が

て

る

11 

垣
の
人
々
が
残
し
た
彼
ら
の
証
言
か
ら
、

ほ
ぽ
異
人
は
マ
ニ
ラ
の
人
々
で
あ

近
世
、
漂
着
し
た
人
に
対
し
て
、
隔
離
し
な
が
ら
も
手
厚
く
も
て
な
す
の

が
首
里
王
府
の
方
針
で
あ
っ
た
。
し
か
し

マ
ニ
ラ
の
人
々
に
対
し
て
は

そ
の
隔
離
と
い
う
原
則
が
必
ず
し
も
守
ら
れ
て
い
な
い
状
況
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
。

そ
の
一
つ
目
は
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流
で
あ
る
。
波
照
間
島
で
は
ひ
そ

か
に
物
品
の
交
流
を
行
い
、

石
垣
島
で
は
恋
愛
に
も
発
展
し
た
と
い
う
伝
承

ま
で
残
っ
て
い
る
。

二
つ
目
は
、

マ
ニ
ラ
の
人
々
は
、
明
ら
か
に
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
り
、
神
に

対
す
る
祈
り
を
石
垣
島
の
人
々
が
目
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
時
期
首
里
王
府
は
、
薩
摩
が
禁
じ
た
浄
土
真
宗
に
対
す
る
弾
圧
を
な
お
も

続
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

そ
の
首
里
王
府
の
出
先
機
関
で
あ
る

蔵
元
が
キ
リ
シ
タ
ン
に
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
た
の
か
を
考
え
る
興
味
深

い
事
例
で
あ
る
。

蔵
元
絵
師
宮
良
安
宣
は
、

こ
の
絵
に
描
か
れ
た
よ
う
な
人
々
が
百
人
余
も
八
重
山
の
人
々
と
交
流
し
た

と
考
え
て
い
い
よ
う
で
あ
る
。
大
浜
信
賢
は
謝
敷
節
の
替
歌
と
し
て
、
次
の

歌
詞
を
紹
介
し
、

マ
ニ
ラ
の
女
性
の
魅
力
を
語
っ
て
い
る

糸
数
の
前
ぬ
浜
に

う
ち
ゃ
い
ひ
く
波
や

マ
ネ
ラ
み
や
ら
び
ぬ

み
笑
い
歯
ぐ
ち
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